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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 12日 (2006.6.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】  計 測 流 体 の 流 入 部 と 流 出 部 の 間 に 連 通 し 互 い に 並 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 流
路 と 、 こ れ 等 複 数 の 流 路 の 各 流 路 に そ れ ぞ れ 設 け た 超 音 波 流 量
計 と 、 該 流 量 計 の 信 号 を 受 け を 表 示 す る 電 子 算 表 示 部 と を
具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 流 量 計 。
【 請 求 項 ２ 】  前 記 複 数 の 流 路 の う ち 、 １ つ を 除 く 他 の 流 路 に そ れ ぞ れ 開 閉 弁 を 配 設 し 、
該 開 閉 弁 を 電 子 演 算 表 示 部 の 計 測 流 量 に 応 じ て 開 閉 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
流 量 計 。
【 請 求 項 ３ 】 路

【 請 求 項 ４ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 計 測 流 体 の 流 入 部 と 流 出 部 の 間 に 連 通
し 互 い に 並 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 流 路 と 、 こ れ 等 複 数 の 流 路 の 各 流 路 に

そ れ ぞ れ 設 け た 超 音 波 流 量 計 と 、 該 流 量 計 の 信 号 を 受 け
を 表 示 す る 電 子 算 表 示 部 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 流 量 計 で あ る 。

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】

そ の 流 量 を 測 定 す る よ う に
合 計 流 量 を 演 算 し て そ の 流 量 演

前 記 各 流 に そ れ ぞ れ 設 け た 各 超 音 波 流 量 計 が 同 じ 口 径 で 同 じ 容 量 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 流 量 計 。

前 記 開 閉 弁 を 配 設 し な い 流 路 に 設 け た 超 音 波 流 量 計 を 小 容 量 と し 、 他 の 流 路
の 超 音 波 流 量 計 を そ れ よ り 大 き な 容 量 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 流 量 計 。

そ の 流 量 を 測 定 す
る よ う に 合 計 流 量 を 演 算 し て そ の
流 量 演



　 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 流 量 計 に お い て 、 前 記 複 数 の 流 路 の う ち 、 １ つ を 除 く 他
の 流 路 に そ れ ぞ れ 開 閉 弁 を 配 設 し 、 該 開 閉 弁 を 電 子 演 算 表 示 部 の 計 測 流 量 に 応 じ て 開 閉 す
る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 路
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請

ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 流 量 計 に お い て 、 前 記 各 流 に そ れ ぞ
れ 設 け た 各 超 音 波 流 量 計 が 同 じ 口 径 で 同 じ 容 量 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 そ し て 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 流 量 計 に お い て 、 前 記 開 閉 弁 を 配 設 し な い
流 路 に 設 け た 超 音 波 流 量 計 を 小 容 量 と し 、 他 の 流 路 の 超 音 波 流 量 計 を そ れ よ り 大 き な 容 量
と し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
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